



























































ーリン酸結合-P"に固定することを指摘したのは， F.リップマン (5)(1941)である O
生物は個体としての寿命は限られており ，JIiかれ早かれ死をまぬがれない。しかし生物は生





成 分 大腸菌a) ホウレンソウb) ラット肝c)
Jk 70 93 69 
タンパク質 15 2.3 • 21 
アミノ酸 0.4 
DNA l 0.2 
RNA 6 1.0 
ヌクレオチド 0.4 
炭水化物 3 3.2 
セルロース 0.6 
グリコーゲン 3.8 





無機イオン類 1 1.5 
K+ 0.4 
a) J. D. Watson，“Molecular Biology of the Gene"， 3rd Ed.， Benjamin， 
New York， p.69 (1976). 
b) B. T. Burton，引HumanNutrition"， 3rd Ed.， McGraw-Hill， 
New York， p.505 (1976). 





















DNAの第2の機能である細胞内における遺伝情報の伝達機構は， R.W.ホー リー ， H.G. 
コラー ナ， M.W.ニレンパーグによる DNAの遺伝符号解読と，タンパク質合成における働き

















滑らかな表層の 卜 /1; \\~-\ ι 




























































子の解明に道を拓いたものである。また1967年， H.コプロウスキーが細胞融合法を用い， SV 
ウィルスによりガン化した細胞からウィルスを取り出すことに成功し，ヵーンウィルスの研究に
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